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「重 力 揚 で の拡 散 方 程 式 の解 とそ の特性
(1.イ ンパ ル ス応答)」1)へ の 補 足
(1981年7月8日 受 理)
宮崎大 ・工 ・応物 餌 取 寛 次
上記 テーマの報告にお ける本文 中(以 下"本 文"と 略す)に おいて,拡 散粒 子数密度 の位置
に関す る分散 の評価 に以下の補足 を付 け加 えたい。
Langevin方 程式("本 文"(2・1)式)か ら,粒 子 の自由落下のみ を考 えると
Clv(t)1r
=一 βv(t)-y+一 一R(t), β=一(1)
爾mm
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(2)式 か ら粒子の位置zの 平均値〈z(t)〉 は
〈z(t)〉 一一 ・一 毒[・ 一 のの(一 β・)]}・(・)
この(3)式 は,重 力場 の拡散方程式 の解 として得 られ たイ ンパルス応答 ρ(z,t)の 規格化 によ








を与 え る("本 文"(4・!0)式)。 これ は,ρ(z,t)が 密度 分 布 と して の性 質 を有 す るた め に,
長時間近似 一Zlt》1の 条件 が もろに適用 された結果 と考 える。 これ に対 して,力 学の確率 過程
㎜
として の立場 か ら(1)式 を考え ると
読 く・芝〉+β 〈zz〉 一〈ノ〉― ・<酬 蓋〈・・細 〉(・)










一夢 渉{・+・ ・ex・(― β・)一 立[・ 一 ・'・xp(一 β・)一 ・xp(一 ・β・)]}
(6)
ただ し,D=kT/(フ πβ)。
(6)式 の近 似 を考 え る と







y=0で(7)及 び(8)式 は従 来 の解 析 結 果e2'3)と一致 す るg
(7)式 か ら,重 力場 としての影響 を示す因子mg/rの 値に対す る範囲が決 め られる。
厚 〉㌢ 〉α(・)
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